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ある。本県では古く八森（村松1932)と山瀬（古家1938)に記録があるがその後両者とも追認されていない。湯

瀬石通り道路脇の岩確上に横に長い形で産する。産状からして岩質または水分が影群していると考えられる。布

灰岩地帯を欠く本県では極めて稀な植物である。

5．オオトポシガラ比stucaextremiorientα"sOhwiイネ科

本県未記録のイネ科柿物で岩手県には称産し、山形県では未記録のようである。湯瀬棒岱野で1976年6月22n

に採集した。Festucaとしては特徴のはっきりした植物である。

6．イチゴツナギPoasphondylodesTrimイネ科．

葉舌が群し<長い特徴がある。村松(1932)にはヒメイチゴヅナギとして秋田市・戸侭の記録がある。また'Ⅱ

代届（松1111974)の記録も発表されている。腸iff!では非棚沢の草地に散生している。そこは崩壊地性の部分であ

り、前述の如く特徴的な柚生を示す。本県では甑めて稀なものであろう。

7．タチイチゴツナギPoaMemoγα"sLinn.イネ科

イー1通りの淵上にイワデンダ・イワキンバイなどと共に生じる。茎や葉は細いが'.'II]合大きな株となる。従来は本

川中部の深HIに稀旅するとされたもので、岩手県では1ケ所記録されている。村松(1932)の秋田市の記録は多

少疑問である。

8．ヒロハノドジョウツナギGlyceγiαleptoﾉ幼isOhwiイネ科

湯瀬石通りの採ｲi場付近にヤナギ類の混じるヨシ原がある。自然植生としての低屑湿原かどうかは疑1111である

が、オオヌマハリイ・ホタルイ・エゾシロネ・クサレダマなどが見られる。そのヤナギ類の林縁部に本種が多く

集っている部分がある。花序全休の印象が茂色み､を,lWび、雌の幅が芳しく広いことで他と容易に区別できる。村

松(1932)に薙戦されているが産地の記録はなく、本県では極めて‘稀なものと考える。

9．ネズミホソムギLo"呪汎勿bridumHausskn.イネ科

ネズミムギL〃f""〃lor況獅の芝のない形に似ており、花mは藩しくザラついている。長川らによるとこの

交配種の方が我が画では多いとのことで、今回湯棚の国道すじで得た標本もその範|川のものと考えることができ

る。

10.クロアブラガヤSa功蝿sy〃α"citsLinn.var.，"αximowicziiRegelカヤツリグサ科．

大湯（古家1941)の記録がある他、仙北郡の低地での産地が知られているのみでやや稀な樋類と考えられてい

る。棒岱野の支沢と米代川の河岸砂地の2ケ所で採柴した。

11．タイワンヤマイSciゆ"szUaj"c〃〃Neesカヤツリグサ科
9）

秋田県における本砿についての最初の認識はW1川堆夫氏による。また須藤によると本極の分ｲ'1は県内ではlﾘlら

かになりつつあるが、東北地方全般での認融はまだ不充分とのことである。筆者の惟測でもホタルイとの区分が

|一分徹底していないように思われる。今回は届熊井沢の水Ⅱ|雑草として木柾を採集することができた。

12.イトハナビテンヅキB"I加s〃"sdensa(Wall.)Hand.-Mazz.カヤツリグサ科．

テンヅキ届に似ているが、ハタガヤ属に属し、花柱飛部の小球状の果頂が特徴である。向賜草地のやや湿った

所に生じる。文l献による記録は多く、秋の宮・乎形Ill大館・御所野（村松1932)、岩瀬～|H代HI(佐伯・佐藤

1935)、男鹿（望月1966)などがあり、米Ⅲ仰及び筆者は鹿角市大湯の黒森lUに多産することを確認している。

今回は湯瀬才|Ⅱで発見した。

13.オオタヌキラソCarexsc"α"oγ畑isKukenth.カヤツリグサ科

’'二l街道沿いの湿地にタヌキランと一緒に、しかもIﾘl確な述いをゑせて生育している。岐初の発見は望月峠夫氏

である。同氏によれば県内では皆瀬村若mにつぐ第2の鷺地とのことである。

14ツクバスケCarex〃幼〃αricaやαFranch.var.s彫れ“α幼aOhwiカヤツリグサ科

ショウジョウスケの変種で果胞が細く、’淵の長いものである。以上の理illからナガミショウジョウスケともい
6）

う。北村ほかの記城と同様に湯瀬旧街道の谷川のふちで採集した。奥山春季先生の川定によるものである。

15．シバスゲCaγ“7zgγ"αtaFranch.etSavat.カヤツリグサ科

シバ草原の主要な枇成種として著名なものである。本県でも手形山・十和田（村松1932)、男鹿（望月1966)

などの記録がある。峨近の農村生活の変化によって各地の採草地が放棄され進移が進行しつつあり、シバ草原は

減少の一途をたどっている。今後とも産地の限定される極であろう。旧街道のグランド付近に多産する。鹿角ffi

大湯の黒森l｣iではアカマツ林内に産する。
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コーキノシタ科

342．ャ.グルマソゥ

343．oトリアシショウマ

344．ダィモンジ､ノゥ

345．ゆチシマネコノメ

346．．ネコノメゾウ

347．･ヅル不コノメ、ノゥ

348．ウメバチ､ノウ

349．ィ’フプノ､ラミ

350．ゴトウズル

351．ノリウ･ソギ

352．エゾァジサィ

353．．バイカウツギ

354．．ウツキ

マンサク科

355．－マルバマンサク

バラ科

356．．アイ､ゾシモ､ソケ

357.-Vマブキショウマ

358．ヘビイチゴ

359．．ノゥゴゥィチゴ

360.．ヒルー、ピィチゴ

361.．ィ’ノキンバィ

362．oキジノ、シロ

363．．ミ、ソバヅチグリ

364．oミヅモトソウ

365．oカヮラサィご』

366．･コキンバイ

367．ダイコンソウ

368．オオダイコン､/，シ

369．クマイチゴ

370．モミジイチゴ

371．．クロイチゴ・

372．oナ'フシロイチゴ

372．。アオナ,フシロイ｡/Z．。アオナ'フシロイチゴ

373．．エビガライチゴ

374．．ナンブサプーギイチゴ**＊

375．オニシモヅチ

376．キンミズヒキ

377．ノイバラ

378．･エゾヤマザクラ

379．ウワミズザクラ
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594．アズマギク

595．ヒメジョォン

596．ヒメムカショモギ

597．シラヤマギク

598．ゴマナ

599‐oヒメシォン

600.ノコンギク

600．ヤマシロギク

601．フキ

602．．ダンドポロギク＊

603．ハンゴンソウ

604．‐ザ'ノオグルマ

605．モミジガーサ

606．。タマブキ

607.．イヌドオナ

608.-ヤブレガサ

Of)．･ヤマノコギリソウ

610．トキンソウ

611.オトコヨモギ

612.．イヌヨモギ

613.オオヨモギ

614．ヨモギ

615．ノブキ

616．oメナモミ

617・アメリカセンタングサ

618.タウコギ

619．サゾアザミ

620．ノアザミ

621，．オオノアザミ

622．．ナンブアザミ

623．．ハナマキアザミ

624．．タチアザミ

625．･ヒメヒゴタイ

626．オヤマポクチ

627．．コオニタビラコ

628．コウゾリナ

629．エゾタンポボ

630.．七イヨウタンポポ

631.ヤナギタンポポ

632．ジシバリ

633．二カ.ナ

633．シロバナニカ､･ナ

634.トケ．チシャ＊

635．アキノノケシ

636.･ヤマニガナ

637．ノゲシ

638．オニノケシ

639．オニタビラコ

640．ヤクシソウ
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1

2．ドイツトウヒ植林:下層植生はほとんど発達しない(才田）I.カラマツ植林の明るい林床（棒岱野）

3．湯瀬渓谷の崩壊地や岩場 4．非瀬沢の草地

:患皇琴蕊鍵§

蕊患

5．ふぞろいな植生 6．穴内沢と米代川
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